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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第44期 

第３四半期 
累計期間 

第45期 
第３四半期 
累計期間 

第44期 

会計期間 

自平成25年 
 ３月１日 
至平成25年 
 11月30日 

自平成26年 
 ３月１日 
至平成26年 
 11月30日 

自平成25年 
 ３月１日 
至平成26年 
 ２月28日 

売上高 （千円） 31,934,162 31,642,131 42,974,881 

経常利益 （千円） 250,228 40,994 431,792 

四半期（当期）純利益又は四半期

純損失（△） 
（千円） 137,553 △36,611 208,913 

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － － 

資本金 （千円） 641,808 641,808 641,808 

発行済株式総数 （株） 6,323,201 6,323,201 6,323,201 

純資産額 （千円） 4,357,591 4,357,067 4,425,814 

総資産額 （千円） 19,127,612 20,612,267 18,680,011 

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は１株当たり四半期純損失

金額（△） 

（円） 21.75 △5.79 33.04 

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額 
（円） － － － 

１株当たり配当額 （円） － － 10.00 

自己資本比率 （％） 22.8 21.1 23.7 

 

回次
第44期

第３四半期
会計期間

第45期
第３四半期
会計期間

会計期間

自平成25年
 ９月１日
至平成25年
 11月30日

自平成26年
 ９月１日
至平成26年
 11月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 6.87 7.30 

 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．当社には関連会社がありませんので、持分法を適用した場合の投資利益は記載しておりません。

４．第44期第３四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

５．第45期第３四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純

損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

６．第44期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２【事業の内容】

 当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。 
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第３四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。 

 

 

２【経営上の重要な契約等】

 当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 なお、当社はスーパーマーケット事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。

 

(1) 業績の状況

 当第３四半期累計期間（平成26年3月１日～平成26年11月30日）におけるわが国経済は、政府及び日銀による経

済・金融政策を背景として企業収益の改善や設備投資の増加がみられますが、個人消費においては消費税率引上げ

に伴う駆け込み需要の反動及び16ヶ月連続の実質賃金減少などにより弱い動きがみられるなど、景気は緩やかな回

復基調から足踏み状態へと推移しました。また、海外景気の下振れ懸念に加えて、円安による原材料価格の上昇や

電気料金値上げなどの国内景気の下押し要因もあり、依然として先行き不透明な状況が続いております。 

 スーパーマーケット業界におきましては、消費者マインドの低下が懸念されるなか、異業種を含めた競合他社と

の低価格競争が激しさを増す一方で、少子高齢化の進行に伴う市場の縮小と企業の淘汰・再編が加速する厳しい経

営環境が続くものと思われます。 

 このような状況のなか、当社におきましては、「おいしいものを食べたい、豊かな食生活を楽しみたい」という

お客様の期待にお応えするべく、「食生活提案型スーパーマーケット」の構築を目指してまいりました。そのため

に、「おいしさ」の追求と「品質」「鮮度」の徹底、また地域の需要に対応した品揃えの実現に努めてまいりまし

た。そして、急速に進む少子高齢化の対応として、簡便・即食・個食といった需要の取り込み、更に料理の楽しさ

や日本の伝統的な食文化継承のための提案をすることを課題として取組んでまいりました。 

 当第３四半期累計期間におきましては、消費税率引上げに伴う駆け込み需要に加えて倶知安店開店の協賛セール

などにより、３月の業績は既存店売上高が前年同期比108.8％となるなど大きく伸長いたしました。しかしなが

ら、４月以降においては、駆け込み需要の反動による消費低迷の長期化及び消費税増税・物価上昇に伴う実質賃金

の減少などにより、消費者の生活防衛意識や節約志向が高まることが影響し、当第３四半期累計期間における既存

店売上高は前年同期比97.3％となりました。部門別としては、加工食品が激しい低価格競争に晒されていることに

加えて、米の消費が低迷しているグロサリー部門と消費者の節約・倹約の影響を強く受けている衣料部門などが不

振となり、売上高は前年同四半期と比較し減少となりました。利益面におきましては、当社の旗艦店であります山

の手店の店舗建替のため約４か月間に亘り改装休業したこと、また、新装開店（倶知安店、山の手店、桔梗店）に

伴う一時費用の発生などにより、売上高の減少に加えて販売費及び一般管理費の増加要因が重なり、経常利益も前

年同四半期と比較し減少となりました。 

 この結果、当第３四半期累計期間の業績は、売上高316億42百万円（前年同期比99.1％）、経常利益40百万円

（同16.4％）、四半期純損失36百万円（前年同期は四半期純利益１億37百万円）となりました。 

 当第３四半期累計期間における主要な設備の状況につきましては、平成26年３月７日に虻田郡倶知安町に倶知安

店（食料品・衣料品共同店）、同年10月２日函館市に桔梗店（衣料品店）を新規開店しております。改装店舗とし

ては、山の手店が約４か月間の改装休業を経て同年７月15日より新装開店しております。 

 平成26年11月30日現在の店舗数は、36店舗であります。 
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(2) 財政状態の分析

① 資産

 当第３四半期会計期間末における資産合計は、前事業年度末と比較し19億32百万円増加し206億12百万円とな

りました。

 その主な要因は、現金及び預金の増加が５億55百万円、建物の増加が４億14百万円、リース資産の増加が２億

82百万円、商品及び製品の増加が１億77百万円であったことなどによるものであります。

 

② 負債

 当第３四半期会計期間末における負債合計は、前事業年度末と比較し20億１百万円増加し162億55百万円とな

りました。

 その主な要因は、短期借入金が２億81百万円、社債が１億60百万円減少したものの、支払手形及び買掛金の増

加が11億82百万円、長期借入金の増加が流動負債及び固定負債で合わせて５億51百万円、リース債務の増加が流

動負債及び固定負債で合わせて３億１百万円であったことなどによるものであります。

 

③ 純資産

 当第３四半期会計期間末における純資産合計は、前事業年度末と比較し68百万円減少し43億57百万円となりま

した。

 その要因は、その他有価証券評価差額金が31百万円増加したものの、株主配当による減少63百万円及び四半期

純損失36百万円の計上によって利益剰余金が99百万円減少したことによるものであります。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

 当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4) 研究開発活動

 該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 12,080,000

計 12,080,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成26年11月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年１月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,323,201 6,323,201

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

1,000株

（注）

計 6,323,201 6,323,201 － －

（注）完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成26年９月１日～

平成26年11月30日
－ 6,323,201 － 641,808 － 161,000

 

（６）【大株主の状況】

 当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 
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（７）【議決権の状況】

 当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成26年８月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

平成26年11月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 6,318,000 6,318 －

単元未満株式 普通株式 5,201 － －

発行済株式総数 6,323,201 － －

総株主の議決権 － 6,318 －

 （注）１．「完全議決権株式（その他）」の欄には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が1,000株含まれておりま

す。また、「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数１個が含まれておりま

す。

２．単元未満株式数には当社所有の自己株式979株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成26年11月30日現在 
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所 
自己名義所有
株式数（株） 

他人名義所有
株式数（株） 

所有株式数の
合計（株） 

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％） 

－ － － － － － 

計 － － － － － 

 （注）当社は、単元未満の自己株式を979株所有しております。 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。 

 

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成26年９月１日から平成26

年11月30日まで）及び第３四半期累計期間（平成26年３月１日から平成26年11月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。 

 

３．四半期連結財務諸表について 

 当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。 
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成26年２月28日) 
当第３四半期会計期間 
(平成26年11月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,428,757 1,984,206 

受取手形及び売掛金 295,463 381,233 

商品及び製品 1,749,742 1,927,365 

原材料及び貯蔵品 108,107 88,343 

前払費用 128,488 190,265 

繰延税金資産 77,392 113,699 

未収入金 399,163 389,787 

その他 36,765 60,788 

貸倒引当金 △540 △540 

流動資産合計 4,223,340 5,135,150 

固定資産    

有形固定資産    

建物 9,094,283 9,676,555 

減価償却累計額及び減損損失累計額 △5,703,356 △5,871,526 

建物（純額） 3,390,927 3,805,029 

構築物 556,665 628,318 

減価償却累計額及び減損損失累計額 △449,974 △465,700 

構築物（純額） 106,690 162,617 

機械及び装置 610 610 

減価償却累計額及び減損損失累計額 △122 △195 

機械及び装置（純額） 488 414 

車両運搬具 3,332 3,332 

減価償却累計額及び減損損失累計額 △3,193 △3,245 

車両運搬具（純額） 138 86 

工具、器具及び備品 386,875 486,586 

減価償却累計額及び減損損失累計額 △340,681 △342,704 

工具、器具及び備品（純額） 46,194 143,882 

土地 7,214,054 7,258,404 

リース資産 1,304,924 1,687,130 

減価償却累計額及び減損損失累計額 △744,358 △844,451 

リース資産（純額） 560,565 842,679 

建設仮勘定 6,595 671 

有形固定資産合計 11,325,654 12,213,786 

無形固定資産    

ソフトウエア 10,267 17,351 

電話加入権 18,228 18,228 

無形固定資産合計 28,496 35,580 

投資その他の資産    

投資有価証券 205,446 245,339 

出資金 489 589 

長期前払費用 41,240 108,199 

繰延税金資産 484,639 478,647 

差入保証金 2,279,041 2,305,197 

保険積立金 63,882 67,246 

投資その他の資産合計 3,074,740 3,205,219 

固定資産合計 14,428,891 15,454,586 
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    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成26年２月28日) 
当第３四半期会計期間 
(平成26年11月30日) 

繰延資産    

社債発行費 27,779 22,531 

繰延資産合計 27,779 22,531 

資産合計 18,680,011 20,612,267 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,729,527 3,912,197 

1年内償還予定の社債 260,000 260,000 

短期借入金 3,331,613 3,050,000 

1年内返済予定の長期借入金 907,486 1,255,110 

リース債務 237,145 293,798 

未払金 305,325 516,450 

未払費用 267,320 308,517 

未払法人税等 86,626 － 

未払消費税等 40,220 116,782 

前受金 17,210 17,162 

預り金 36,580 45,578 

賞与引当金 119,355 241,633 

流動負債合計 8,338,411 10,017,230 

固定負債    

社債 1,480,000 1,320,000 

長期借入金 2,509,711 2,714,079 

リース債務 381,203 626,083 

退職給付引当金 913,593 943,818 

役員退職慰労引当金 239,626 246,983 

長期預り保証金 343,723 337,730 

資産除去債務 45,926 46,443 

その他 2,001 2,831 

固定負債合計 5,915,785 6,237,969 

負債合計 14,254,196 16,255,200 
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    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成26年２月28日) 
当第３四半期会計期間 
(平成26年11月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 641,808 641,808 

資本剰余金    

資本準備金 161,000 161,000 

その他資本剰余金 190,215 190,215 

資本剰余金合計 351,215 351,215 

利益剰余金    

その他利益剰余金    

別途積立金 2,465,000 2,465,000 

繰越利益剰余金 941,500 841,667 

利益剰余金合計 3,406,500 3,306,667 

自己株式 △467 △467 

株主資本合計 4,399,056 4,299,222 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 26,758 57,844 

評価・換算差額等合計 26,758 57,844 

純資産合計 4,425,814 4,357,067 

負債純資産合計 18,680,011 20,612,267 
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（２）【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

    （単位：千円） 

 
前第３四半期累計期間 
(自 平成25年３月１日 

 至 平成25年11月30日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成26年３月１日 
 至 平成26年11月30日) 

売上高 31,934,162 31,642,131 

売上原価 24,035,866 23,708,450 

売上総利益 7,898,296 7,933,681 

営業収入    

不動産賃貸収入 213,695 210,437 

運送収入 572,721 566,868 

営業収入合計 786,417 777,306 

営業総利益 8,684,713 8,710,987 

販売費及び一般管理費    

広告宣伝費 362,049 396,119 

配送費 506,025 510,268 

販売手数料 511,486 534,836 

給料及び手当 1,547,333 1,580,626 

賞与引当金繰入額 314,758 241,633 

退職給付費用 87,172 95,552 

役員退職慰労引当金繰入額 7,053 7,357 

雑給 1,828,871 1,908,433 

水道光熱費 559,518 606,333 

減価償却費 398,653 421,406 

地代家賃 713,023 766,364 

その他 1,543,957 1,613,776 

販売費及び一般管理費合計 8,379,904 8,682,709 

営業利益 304,808 28,278 

営業外収益    

受取利息 7,969 10,851 

受取配当金 6,338 7,630 

債務勘定整理益 1,261 1,645 

受取補償金 16,701 2,100 

助成金収入 － 44,928 

雑収入 36,176 37,246 

営業外収益合計 68,447 104,402 

営業外費用    

支払利息 103,837 85,297 

社債発行費償却 5,247 5,247 

雑損失 13,943 1,140 

営業外費用合計 123,028 91,686 

経常利益 250,228 40,994 

特別利益    

賃貸借契約違約金収入 97 564 

特別利益合計 97 564 

特別損失    

減損損失 4,363 9,264 

固定資産除売却損 2,550 33,268 

下請代金返還金 － 16,144 

解約違約金 6,833 － 

特別損失合計 13,747 58,677 

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 236,578 △17,119 

法人税、住民税及び事業税 169,018 58,612 

法人税等調整額 △69,993 △39,121 

法人税等合計 99,025 19,491 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 137,553 △36,611 
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【注記事項】

（会計方針の変更等）

 該当事項はありません。

 

（四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

 該当事項はありません。

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

  当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間

（自  平成25年３月１日
至  平成25年11月30日）

当第３四半期累計期間
（自  平成26年３月１日
至  平成26年11月30日）

減価償却費 398,653千円 421,406千円

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ 前第３四半期累計期間（自 平成25年３月１日 至 平成25年11月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月29日 

定時株主総会
普通株式 63,232 10.0 平成25年２月28日 平成25年５月30日 利益剰余金

 

Ⅱ 当第３四半期累計期間（自 平成26年３月１日 至 平成26年11月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月26日 

定時株主総会
普通株式 63,222 10.0 平成26年２月28日 平成26年５月27日 利益剰余金

 

 

（金融商品関係）

 金融商品の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動がないため、記載

しておりません。

 

 

（有価証券関係）

 有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動がないため、記載

しておりません。

 

 

（デリバティブ取引関係）

 該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期累計期間（自平成25年３月１日 至平成25年11月30日）及び当第３四半期累計期間（自平成26年３

月１日 至平成26年11月30日）

 当社は、生鮮食料品を中心に一般食料品及びファミリー衣料品を販売の主体とするスーパーマーケット事業の

単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

 

 

（１株当たり情報）

 １株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間

（自 平成25年３月１日
至 平成25年11月30日）

当第３四半期累計期間
（自 平成26年３月１日
至 平成26年11月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額（△）
21円75銭 △５円79銭

（算定上の基礎）    

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（千円）
137,553 △36,611

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純

損失金額（△）（千円）
137,553 △36,611

普通株式の期中平均株式数（株） 6,322,970 6,322,222

(注) １．前第３四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。 

２．当第３四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失

金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

 

 

２【その他】

 該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 該当事項はありません。
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  独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年１月14日

北雄ラッキー株式会社 

取締役会 御中 

 

  新日本有限責任監査法人  

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
  公認会計士 安藤 俊典  印 

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
  公認会計士 篠河 清彦  印 

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
  公認会計士 柴本 岳志  印 

 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている北雄ラッキー株

式会社の平成26年３月１日から平成27年２月28日までの第45期事業年度の第３四半期会計期間（平成26年９月１日から平

成26年11月30日まで）及び第３四半期累計期間（平成26年３月１日から平成26年11月30日まで）に係る四半期財務諸表、

すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、北雄ラッキー株式会社の平成26年11月30日現在の財政状態及び同日をもって終

了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

 

利害関係

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以 上

 （注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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